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論 文 内 容 の 要 旨 
趙月超氏が提出された学位請求論文「近代中国的祀孔活动研究（近代中国における祀孔
について）」の構成は以下の通りである。  
 
第一章、前言  
第一节 选题和研究意义  
第二节 文献综述  
1、各地祀孔活动  
2、祀孔乐舞   
3、礼仪的变化  
第三节、研究内容  
第四节、中国祀孔典礼的沿革  
第五节、中国近代儒学的争论  
1、维新派的“中西学”观  
2、蔡元培的孔子观  
3、康有为与“尊孔复古”  
第二章、国民政府时期的祀孔活动  
第一节、北洋政府执政时期  
1、袁世凯政府与祀孔制度化  
2、北洋政府与国家祀孔  
第二节、南京政府执政时期  
1、蔡元培与废止祀孔  
2、守旧派对废止祀孔的抗议  
3、孔子诞辰纪念活动  
4、各地的纪念  
第三章、满洲国的祀孔活动   
第一节  新京文庙秋丁祀典的筹备   
1、祀位  
2、供品陈设  
3、礼节单  
4、服装、乐舞  
5、警备  
第二节 祀孔典礼的实施  
1、祭典盛况  
2、来宾观礼  
3、纪念演讲大会  
第三节 各省祀典  
1、吉林省奉祀情形  
2、热河省奉祀情形  
3、奉天省奉祀情形  
4、黑龙江省奉祀情形  
5、兴安省奉祀情形  
第四节 满洲祀孔的变化  
第四章、华北沦陷区的祀孔活动  
第一节 冀东防共自治政府时期  
第二节 中华民国临时政府时期  
1、日本第二次占领青岛时期的祀孔仪式  
2、孔子诞辰纪念活动  
3、政府的辅助宣传  
4、社会的应对  
第五章、别论  
别论一、近代日本的祀孔活动  
第一节、日本释奠礼的沿革  
第二节、儒道大会的筹划   
第三节、孔子祭典  
第四节、少年少年孔子祭典纪念讲演  
第五节、儒道大会的感想   
别论二：武成王祀典  
第一节、 祭武的历史沿革与关公信仰  
第二节、日本第二次占领青岛时期祭武活动的状况 
第三节、关岳合祀  
第六章、结语 
附录 
 
 趙氏の「近代中国における祀孔について」は近代以降の中国の祭孔活動の変遷について、
総合的に論じたものである。  
第一章ではこれまでの研究状況を調査し、祭孔儀式の沿革、近代的社会における儒家の
伝統的な学説を検討する。近代的儒学の論述においては、代表的な人物である張之洞・蔡
元培・康有為などの儒学観を分析する。近代以降においては、「西学（洋学）」と「中学」
の地位や関係をめぐって多くの政治家や思想家たちが論議を重ねてきた。早期において保
守派は「西学は異民族の文化である」とする。洋務派は「西学」の意義と価値を早くから
認め、「西学」が「中学」を支え、現実の問題に応用できると考えた。維新派は中国と西洋
文化の両方を重視し、それぞれを平等に取り扱うよう主張した。蔡元培等は欧米の先進的
な学説を導入することにより、中国の伝統的文化を改革するよう主張した。  
第二章では国民政府時期の祭孔活動について論ずる。国民政府の統治時期は、北洋政府
執政時期と南京政府執政時期とに分けられる。北洋政府の時期は、袁世凱の中華民国大統
領就任後に「通令国民尊崇倫常文」「尊崇孔聖令」「尊孔典礼令」などを相次いで公布する
ことで、儒教に対する祭祀を次第に制度化していった。前政権を引き継いだ南京政権も基
本的には袁世凱の理念を継承した。しかし後に読経廃止、春と秋の孔子祭祀廃止、孔子誕
生記念日制定という方向に傾いていった。  
第三章では満洲国の祭孔活動について分析を行う。満洲国成立初期は、清朝皇室の後裔
であることを標榜するために清朝の「春丁祀孔」の制度を 1939 年までは継続して行った。
しかし以後は伝統的な礼拝を変更し、「全て協和服を身に付け、協和帽子をかぶるように」
と規定された。さらに「旧祀孔儀式中の叩頭を廃止し、すべて鞠躬」へと変更した。また
1940 年には、溥儀は天照大神を日本から満州に迎え、「国本奠定詔書」を発表して神道を
国教に定めた。これ以後、政府は神道の天照大神を祭祀することとなる。建国初期の「満
洲国は儒教を国教化する」という目論見は失敗に終わった。1943 年には「儒教信仰の禁止」
という要求が現れた。これは満洲国建国当初の理念と完全に逆行する。この時の祭孔活動
はすでに有名無実となっており、儒教の地位は、すでに完全に神道に取って代わられてい
た。 
第四章では、華北被占領地区の祭孔活動を扱う。この時期は、冀東防共自治政府と中華
民国臨時政府の二期に分けられる。華北陥落後、祭孔活動は被占領地区当局の東洋文化復
興や儒家思想尊重のための重要な措置として、華北被占領地区の主要な文化政策の一つと
なった。この時期の儀式は孔子祭祀に対する伝統の継承もある一方、その変革という意味
も持っている。  
第五章では近代日本の祭孔活動と武成王祭祀について論じる。日本の祭孔活動について
は、湯島聖堂儒道大会を例として分析を行った。また武成王の祭祀についてはは 1938 年
以降の青島を例として、華北被占領地区の祭祀状況を調査する。  
第六章では、総合的な分析を行う。孔子祭祀は、その時々の支配者により、その統治地
域を維持管理するための方法の一つとして用いられた。清朝政府崩壊後、中国には北洋政
府、南京政府、満洲国、冀東、中華民国臨時政府など多くの政権が交代していった。彼ら
の儒家、祭孔に対する態度は異なるが、その統治を維持し、自らの正統性を高めることを
目的としている。中国のみならず、近代以降の日本、韓国においても類似した活動があっ
た。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 近代以降の中国の祭孔活動の変遷については、これまで各個に論考は存在したが、趙氏
のように一次資料を活用しつつ、総合的に論じたものはこれまで少なかった。袁世凱や満
州政権における孔子祭祀のあり方について、かくの如く詳細に分析を行ったのは非常に意
義のあるものである。また日本における孔子祭祀と、日本が占領した華北の占領地域の政
策のあり方について丹念に比較調査し、細かい分析を行ったことは、特に高く評価できる
ものである。なお、本論文はすべて中国語で書かれており、付録も含めて 192 ページの分
量を持つ。総じて優れた研究であり、学位（文学）に値する十分な内容を備えていると思
われる。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
